
九州西方海域産小型歯鯨類の研究―Ⅸ

長崎県五島有川で捕獲されたマダライルカについて*

水 江 一 弘 ・吉 田 主 基**

Studies on the Little Toothed Whales in the 

     West Sea Area of  Kyusyu—IX

About  Prodelphinus sp., so called "MADARA IRUKA" in 

Japan caught at Arikawa in Goto  ls., Nagasaki  Pref.

Kazuhiro  MIZUE and Kazumoto YOSHIDA**

1) The little toothed whales which are so called "MADARA IRUKA" in Japan were 

 caught at Arikawa Bay in Goto Is., Nagasaki Pref., in October 1961, and they are 

 the same to the Ogawa's sample at Nagasaki in 1935, but the author surmises it is 

 doubtful that they are  Prodelphiuus froeuatus. 

2) They are black on back, white on ventral side and gray on side face, and the 

 patterns at the head part are clear as shown in Fig. 2. And then the little patterns 

 which are scattered all over the body are characteristic to this species and there 

 are many those patterns, especially, in front of the larynx and the part of the 

 abdomen. 

3) The values of the external proportions are shown  in. Table 1, and they are almost 

 same to that of Ogawa's sample. 

4) The values of the Skull  measurment are shown in Table  2, and they are almost 

  same to that of Ogawa's sample too. 

5) The numbers of Vertebra and Chevron bone are shown in Table 3, and the former 

 is 79-81 and the latter is 24-26. 

6) The number of Os costale is 15-16 in right and left respectively. The number 

 of Cartilago costalis is 9-10 and they are not the  cartilage already in adult, and 

  then the - 5th. or -6th. of them are connected with the sternum by the  cartilage. 

  The Sternum is separated by three bones in adult. The number of two-headed 

  Os costale is 5 or 6 in right and left respectively. 

7) On the tooth in this species the number of the upper jaw is 36-37 in right and 

 left respectively and that of the lower jaw is 35-36 in right and 35-38 in left.
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緒 言

　1935年（昭和10年）の8月に済州島近海に出漁した旋網漁船が1頭の小型歯諒を捕獲して，それを長崎魚

港に水揚げした．小川1）にその小型下平を長崎魚市場で採集し，それを観察測定した結果，これにマダライ

ルカという和名を冠した．特徴を良くとらえた大変似つかわしい命名であると筆者等はひそかに敬意を表し

ている次第である．

　その後このマダライルカについて

の報告には接した事がない．

　しかしマダライルカに九州西方海

域に於てはそれ程めづらしい種類で

はなく，むしろごく普通の種類と思

われる．長崎県五島各地に於ては年

間数度にわたり追込み漁法によって

相当量一度に砂浜に追い上げられて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eastem　Sea
漁獲されているらしく，筆者等も以

前数回本種の追込み現場に居合せた

事もありジ又1959年始め及びユ961年

始めの捕獲（両方とも五島三井楽の

浜）では頭部のみ採集を行ない，そ

の頭骨標本を5体保持している．

　1961年10月20日、に五島有川に於て

マダライルカの追込みに成功した．

追込まれたものの内6頭はデッキ輸

送によって佐世保市西海橋水族館に

搬入した．本種：の飼育については勿

論何処の水族館に於ても経験がない

のであるが，大体に於て本種は飼育

に適しているとは云えないと思われ

る．即ち飼育池に搬入した後10日以

内で何れも原因不明で死亡した．此

等のマダライルカについて外部体色，

Fig．　1　Locality　of　catch

　　　　　　　　　　　　　　　　　形態の観察を行い，又外形頭骨の諸部位測定を行い，その他脊椎骨

数，肋骨及び歯数の調査を行ったので小川1）及びTRUE　2）の報告等と比較検討した結果について報告する．

本研究を御援助下された西海橋水族館に心から感謝の意を表す次第である．

観 察 叫漫 定

A　体　　色

　マダライルカの一般的な体色は背部は黒く腹部は白色で，特に生殖孔周辺（瞬～肛門）’にかけては純白で

ある．側面の体色は背部の黒色が腹部の白色に漸次移行している灰色を呈している．文本種はその和名の示

す如く体の大部分に不規則は小斑紋が存在している．本種の体色の特徴を示している三点についてより詳細

に記載する．

　a　頭　部　背面

　背面の黒色部は頭部に於ては輪廓の明かな左右二本の黒帯となり，前頭の前端に向みて幅壷減じつつ進む

が，噴気孔両端から細い淡黒色の線が前頭に向って進み，左右の黒帯を境いするかの様に前頭で終ってい

る。それで左右の黒帯が前頭で合する事はない．Fig．2の頭部背面体色模式図にその状態が明かに示され

ている．

　b　頭　部　側　面

　頭部側面に於ては目の周囲に黒輪があり，この三輪から突起が前頭に向って進み，頭部背面の黒帯と前頭
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に立て合する．又胸鰭前底よりロ角

に向って走る淡黒色の帯がある．此

等の状態妹Fig・2の頭部側面体色

模式図に明かに示されている．

　c　電源について

　本種の最も特徴とする斑紋につい

ては，小川1）ものべている如く小豆

粒より更に小さい不定形め小斑紋が

一般に体全般におたって存在してい

るが，層 ﾁに下吻下面より吻端部にか

けて，又腹部側面及び生殖孔周辺に

多く存在している．

は相当の個体差が認められた．

●阜襯｛3‘蜜㍑・’・。．ゼ
　　。。の．。’．●●嚇。　　，
　　　　リヲのりらリ　　ロ　　つ
　　　　・・噸3・6。．　●　彫
　　　　　　．　　●　馳　■　　　　　　　　　む

　　　　　　　鴨・」 黙 秘

　　　　　　　　　　Fig．　2　Patterns　at　the　headpart，　left…　lateral　side，

　　　　　　　　　　　　　　right…　dor　sal’　said，　B…B　lowhole　’

しかし此の瑳紋の特に多く分布している部位は個体によ6て変化ないが，斑紋の程度に

　以上の体色についての調査は大体に点て小川1）の記載と一致している．

B　外形プロポーション

　外形各部位の計測については現在まで筆者等が行った小i型歯鯨類の測定部位をそのまま使用した・即ち・

F；9．3に示す通りである．此の度の6頭のマダライルカ¢…5頭，♀…1頭）についての計測は各計測部

位の体長比と小川計測．1）のそれとをTable　1噛に示した．小川計測と筆者等の計測値とは共通点は多くない

が，共通している部位の夫々の体長比を比較する

と，測定部位⑬をのぞいては殆んど変らない．こ

れは当然の事で，両者の捕獲が時間的なずれは相

当あるが，漁場は同じ九州西方海域であり種類も

同じと思はれる故である．今後本点心は本種に似

た種類が捕獲された場合に比較に便な如く一応

Tableを示した．

C　頸　骨’計　測

　頭骨の計測については前項の外形計測と同じく

筆者等が前に報告した小型歯油類に於て幽いた部

位をそのまま使用した。即ち・F；9．4がそれであ

る．又此の度の計測の頭数は♂…2，♀∵1であ

る．その計測値は　Table　2に示した．筆者等の

計測値と小川計測値とを比較すれば，両者の間に

殆んど差が認められない事が分る．

D　脊　椎　骨　数

　脊三光数についてはTable　3に示す通りであ

る．此の度は3頭について測定した．小川マダラ

イルカ1）の脊椎骨数は77であり，小川によると脊

椎骨数ではProdelPhinus　attenoratus（GRAY）と

P．aloPe（GRAY）との中既にあるとしている．

しかし止しの度の測定ではTabie　5に明かな如く

79～81の値を示していてLUTKENの報告している

P．attenuat・usの脊椎偶数（79～81）と全く同じ

値である．しかし小川マダライルカ1）と我々のマ

ダライルカ

　　5＿＿ゆ
　ξ二引
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F；g．　5　Prbporti6ns　of　external　measurement，

　　A…AnuS，　B…Blowhole　U…Umbilicus，

　　P…Pudendalis

L一体長（上顎門端より尾鰭分岐点までの直線

　　距離）．

2．一罪長．

3．一上顎吻端より噴気孔中央まで．

4．一上顎三二より目の中央まで．

5．一上顎吻端より耳孔まで．

6・一上顎吻端より胸鰭底前端まで．

7．一上顎吻端より胸鰭突起端まで．

8．一上顎吻端より背鰭突起端まで1

9．一尾鰭分岐点より肛門まで’■

10‘一尾鰭分岐点より生殖孔の中心まで．

11．一尾鰭分岐点より膀まで．

12．一尾鰭分岐点より背鰭突起端まで．

ユ3．一尾鰭幅（両突起端間の長さ）．

！4．一胸鰭の長さ．

15．一胸鰭最大幅．

16．一背鰭基底部の長さ．

工7．一背鰭の高さ．

18．一上顎吻端よりロ角まで．

　　　　　　とか異‘大節漿であると1蝉猿仁置，体色，外形及び頭偶の計測値からして考えられない．’恐ら

く小川マダライルカと我々のマダライルカとの脊椎骨数の差は個体変異と見倣すべきであろう．尚ちなみに

ProdelPa’　in　usゴ　oris（G・，i　y）の脊椎骨数は，　LtiTKEN（1889）では70，　TRuE（1884）では69～70であり本調
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査とは相当な差があっ

て，それが個体変異であ

るとは見徹せない．又

P．Plagiodon（Co：：E）1こ

ついてTKUEは1884年に

P．dorisと同じとしたが

1889年忌P．dorisから

分けたものであるが，し

かしその脊椎骨数は68～

69であり本種と異ったも

のであると思はれる．

P．aloPeについては
L亡∫rKENカs　P．α≠彦θ〃uatus

と全く同じものであると

のべているものである

が，此の脊椎骨数は74～

75であり，これも本種と

同じものであるとは考え

られない．次にChevron

の数がTable　5に示さ

れているが，これは相当

個体間に変異があるらし

く，小川マダライルカと

我々の調査では或る程度

差がある．

　　　　　　　　　　　　1

P2　　9　　　　　　　　　　噌『一嘲一一鞠一2一一一→

． 3．13
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　　　11．
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　　　　　　　　　一一一6
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Fig．　4　Pr’oportions　of　skull　measurement

　1．一頭骨全長（上顎骨全長）

　2．一三長
　3．一丁基底幅
　4．一吻中部における切歯骨幅

　5．一二中部幅
　6．一上顎歯線長（左右平均）
　7．一型端より噴気孔中央まで
　8．一吻端より翼状骨口蓋部後端まで．

　9．一左右眼棄距離
　10．一左右側頭窩後縁距離
　且．一側頭窩最戸長（左右平均）

　12．一頭器量大幅

　13．一左右前頭骨突起間距離

　14．一下顎骨長
　15．一縫島島
　16．一下顎歯線長（左右平均）

　17．一下胃角と鳥塚突起先端との距離
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Table　3　Number　of　Vertebra　and　Chevron　bone

No．

　No．　2

　No．　3

　No．　6

0GAwA’s　value

cervica1

7
7
7
7

dorsai　1　iumber

6
5
6
5

　
　
「
⊥
「
⊥

1
「
⊥

22

Q2

Q2

o

cauda1

4
4
幽
戸
0
6

3
3
3
3

Total　ll　chevron　bone

9
9
エ
ワ
轟

7
7
8
7

4
4
幽
6
8

2
2
2
2

E　肋骨及び胸骨について

　a　肋　　骨

　肋骨弓は3個について調査し，Table　4に示した．即ち左右各々15又は16であった．そして左右各々16の

場合は第16番目の肋骨は遊離骨であった．小川マダライルカぞは左右各々16であった．この場合第16番目の

肋骨が遊離していたかどうかは記載していない．ちなみに筆者等が現在までに行った各種の小型歯鯨の肋骨

数はTursioPs　spp．一一一12，　GramPus　griseus－12，　Pseu40rca　crassiaens－lOであった．

　b　肋　軟　骨

　肋軟骨は人間の場合は生涯を通じて化骨しないのであるが，小型歯鯨類の肋軟骨は成長するにつれて化骨

してゆく．Table　4にマダライルカの肋軟骨の数を示した．肋骨数と同じく3体について調査しtcが，その

数は9又はIOであった．肋軟骨の数が10の場合は1番～9番が化骨して居り，第10番目は未だ軟骨のままで
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Table　4　Respective　number　in　right　and　le，ft　of　Os

　　costale，　Cartil’a’　gO’costalis　and　Two－headed　Os　costale

direction

of　head

No2（8）　i　No．3（’8）

　　　　1

Os　costale

Cartilago　costalis

Two－headed　Os　costale

Cartilago　co＄tali－s

connected　to　Ste　rnum

16

IO

6

1st．’・v6th．

15

9

5

1st．ty5th．

No．6（．9　）

16

IO

6

’　lst．”v6th．

く
⑩
μ
ゆ
り
9
ド
　
ψ
レ
ロ
①

o
鴨
ω
紳
Φ
轟
巨

ds　eostale

1・C・rtiユ』9。・。s七。ユi，．

＠“”．．　cart±lage

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig；5　Sternum，　Os　costale．apd
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Cartilago　costalis

あったが，その数が9の場合は全部の肋軟骨が化骨していた．所で本種の胎児，稚体，幼体の標本が入手出

来ないので明かな事は云えないが，この肋軟骨の化骨状態と他の年令形質と思はれるものとを比較する事に

よって年令の推定が可能ではないかと思はれるので，胎児，稚体，幼体，成体の採集可能な鯨種に於ける標

本の採集を急いでいる次第であり，『ζ．の件に関しては将面明かにされるものと思っている．

　c　肋軟骨と胸骨との結合関係

　肋軟骨と胸骨とは小型歯鯨では軟骨によって両者が結合されて居り，本種の場合は肋軟骨の工番目～5番

目又は1～6が胸骨と軟骨が結合して居り：tt，1～・5の場合は5番目が，1～6の場合は6番目が胸骨尾方の

軟骨部に結合してbる．此等の状態は假g．5に示されている．、他の肋軟骨は胸骨とは関係なく遊離してい

る．

　次に胸骨は人臥では胸骨柄，胸骨体，剣状突赴の三P．の部分から成軌，その結合は長時軟骨の状態にとど

まるが，後年になると胸骨体との間に骨結合が行われる様である．しかし小型歯鯨の場合は稚体，幼体に於

ては此の三つの骨は癒着していなくて軟骨結合しているが成体になると骨結合して居り，肉体的成熟時期を

判定する一つのめやすになるのではないかと思はれる．本調査に於けるマダライルカでは何れも胸骨を形成

する三つの骨は骨結合されていた．

　d二頭性肋骨
　二頭性筋骨数についてはTable　4に示しである．即ち左右各々6又はら個であり，左右によってその数が

異ると云ろ事はなかった．、小川マダライルカでは右一5，左一6となっている．二頭性肋骨の数は個体変異

があるものらしい．

Tabie　5　．Number　of　Alveolus

一Xt　No．　　　　　xxlUs
Rj　ght　of　一gpper

Left　of　uplpe’r

Right　一〇f　一lower

Left　of　lowbr

No．　2

36

36

35

36

No．　3

36

37

37

38

No．　6

37

37

36

36

OGAwA’s　value

36

36

34

35

F　歯　　　数

　歯数は歯槽の数で示した．即ちTable　5がそれである．・即ち右上は36ん37∫左上は36～37，右下は35～

37，左下は35～38であり・，本講査では上額と下額には差は認められない6又小川マダライルカと大体に於て
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同じである．二種の歯数はGramPus　griseusよりは勿論であるが，　Pseudorca　crassidensとも比較に

ならない程多い．又TursioPs　sPp．と比鮫しても本種の方が歯数は遙かに多い．しヵ）しD61ρ砺〃欝delPhis

や1）．caPensisやProdelPhinUS　caerneleo－albusやP．　longirostirisよりも遙かに少い．

考 察

　脊椎骨数の項に於てのべたが，今まで報告されているものと比較して或る点が一致すれぽ他の点が合致し

ないし，本種には未だ多くの問題が残されているものと思はれる．例えば体色や頭骨計測は一致しているけ

れども脊椎骨数に明かな差があったり，又脊椎骨数が一致しているけれども体色等に差があったり，その他

体の大きさや吻長，歯数及び捕獲位置（棲息海域）に問題があったり，而も夫々の計測値の個体変異の範囲

が不明であり，此のマダライルカの種名を決める事は大変困難であると思はれる．小川が艶種マダライルカ

に附している種名ProdelPhinus　froeZtatecsには筆者等は多少の疑問を持っている．三種に新しい種名を

附するか又はP．froenatUSにするか、P．　attenuatUSにするかP．　aloPeにするかP．　dorisにするか

は，後日にゆずるとして，一応此の度は観察計測の結果を示すにとどめる．本種は当地方ではそれ程稀しい

種類でもない様だし，又多分当海域が本種の主な棲息場であると想像されるので，今後更に多くの個体につ

いての観察測定を行い慎重検討の上，本種の査定を行いたい．

結 ム
冊

二
呂
目

1．1961年夏q月2日，長崎県五島有川で小型歯鯨が捕獲されたが，これ等は嘗て小川が長崎で採集し命名し

　たマダライルカと同じものであった．しかしProdelPJ2inusノ’roenatusと同じものであるかどうかは疑

　はしい．

2・体色は背部黒色・腹部白色・側面灰白色で頭部斑紋は図（Fig・2）　に示してある堅く印象的である・し

　かし富鉱の最も特徴的な体色は体全体に分布する小斑紋であり，それは特に下吻下面及び腹部下面に多く

　存在している．

3．外部計測の値はTable　1に示した．これは小川の測定したマダライルカと重んど同じ値である．

4．頭骨の計測の値はTable　2に示した．これも小川の測定したマダライルカと殆んど同じ値である．

5．本種の脊椎骨数は79個～81個であり，Chevron　boneの数は24～26であった．

6．肋骨数は左右各々エ5又は16である．肋軟骨は成体では化骨して居り，その数は左右各々9又は10であ

　り，その1～5又は1～一6が胸骨と軟骨結合している．2頭性肋骨の数は左右各々5又は6である．

7．歯の数は右上36～37，左上36～37，右下35～36，左下35～38であった．
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PLATE　1

Fig．　1　Dorsal　view　of　head

Fig．　2　Laterai　view　of　head

Fig．　5　Patterns　at　the　front　part　of　larynx

Fig．　4　Patterns　at　the　part　of　abdomen
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PLATE　J

Fig．　5

Fig．　6

F；9．了

F；g．　8

F；g．　9．

Fi匂」6

Dorsal　view　of　skuH

Venttal　View　of　skull

Lateral　view　of　skull

Posterior　view　of　skull

Dorsal　’魔奄?浴@of　mandible

Lateral　view　of　mandible
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